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　火災・風水害・地震など災害時に地域を守るのが、消防団です。別府市では、消防団員が減少し、各地域の分団
運営が厳しい状況です。そのため、多くの人の入団をお待ちしています。特に、若いあなたの力を必要としていま
す。ボランティア活動に興味のある人、地域に貢献したい人、消防団に参加してみませんか。

自らの地域は自らで守る。
別府市消防団

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
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消
防
団
は
︑
消
防
署
と
共
に

火
災
や
災
害
へ
の
対
応
︑
予
防

啓
発
運
動
な
ど
を
行
う
︑
消
防

組
織
法
に
基
づ
い
た
消
防
組
織

で
す
︒

　

普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
を

持
ち
な
が
ら
も
︑﹁
自
分
た
ち

の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
﹂

と
い
う
精
神
を
も
っ
て
活
動
し

て
い
ま
す
︒

　

市
内
で
火
災
や
自
然
災
害
が

発
生
し
た
場
合
︑
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
や
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
積

載
車
で
出
動
し
︑
消
火
活
動
な

ど
を
行
い
ま
す
︒

　

現
在
︑
別
府
市
に
は
21
の
分

団
が
存
在
し
︑
入
団
時
の
お
住

ま
い
の
地
区
な
ど
に
合
わ
せ
︑

　別府市に居住または市内に通勤・通学している人
で年齢が 18 歳以上の心身ともに健康な人なら誰で
も入団できます。また、外国籍の人も入団できます。
※詳細は、下記へお問い合わせください。

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

問　別府市消防本部庶務課　☎２５－１１２３

地域の「消防団員」として一緒に活動しませんか。

そ
れ
ぞ
れ
の
分
団
に
配
属
さ
れ

ま
す
︒

　

中
に
は
︑
広
報
を
中
心
と
し

た
女
性
分
団
や
︑
安
全
・
確
実
・

迅
速
に
行
動
す
る
た
め
に
定
め

ら
れ
た
消
防
用
機
械
器
具
の
取

扱
い
と
操
作
の
基
本
技
術
を
競

い
合
う
全
国
消
防
操
法
大
会
に

出
場
す
る
分
団
も
あ
り
ま
す
︒

　

そ
の
他
︑
春
と
秋
の
火
災
予

防
運
動
や
毎
年
１
月
初
旬
に
開

催
す
る
消
防
出
初
式
な
ど
の
各

種
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
︑
防

火
防
災
の
啓
発
運
動
な
ど
に
も

取
り
組
み
ま
す
︒

　

ま
た
︑
消
防
団
員
は
︑
非
常

勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で

す
︒
消
防
団
活
動
に
必
要
な
被

服
︵
制
服
や
法
被
︶
な
ど
は
貸

与
さ
れ
︑
年
額
報
酬
と
災
害
や

訓
練
な
ど
に
出
動
し
た
場
合
に

は
手
当
を
支
給
し
ま
す
︵
５
年

以
上
在
籍
し
退
職
し
た
場
合

は
︑
退
職
報
償
金
も
支
給
︶︒

消
防
団
活
動
中
の
負
傷
に
つ
い

て
は
︑損
害
補
償
も
あ
り
ま
す
︒

　

消
防
団
は
︑
ま
ち
を
守
る
と

い
う
強
い
奉
仕
の
精
神
を
も
っ

た
組
織
で
あ
り
︑
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
の
要
素
が
強
い
で
す

が
︑
そ
の
献
身
的
な
活
動
に
報

い
る
た
め
︑
ま
た
︑
安
心
し
て

消
防
団
活
動
を
行
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
︑
報
酬
や
補
償
な
ど
が

制
度
化
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

近
年
︑
消
防
団
員
数
は
全
国

的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
︑
本
市

に
お
い
て
も
少
子
高
齢
化
や
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
化
︵
自
営
業
以
外

の
人
々
の
増
加
︶な
ど
に
よ
り
︑

定
員
数
500
人
に
対
し
実
員
408
人

︵
令
和
４
年
４
月
１
日
︶と
定
員

割
れ
の
状
況
で
す
︒

　

そ
こ
で
︑﹁
人
の
役
に
立
ち

た
い
﹂︑﹁
自
分
の
力
で
地
域
を

守
り
た
い
﹂
そ
ん
な
情
熱
を

持
っ
た
人
を
求
め
て
い
ま
す
︒

平成５年８月に消防団へ入団。
家族の理解と協力のもと消防
活動を続け、今年入団 29 年目
を迎えた。今年４月、分団長
に就任。

澤井 伸一 さん

別府市消防団 
第６分団 分団長

　火災被害を最小限に食い止める任務を達成した
時などは「地域を守れた」という達成感があります。　
　そして、消防団の活動は特殊なため、家族の理
解も必要です。第６分団では、団員や団員の家族
とはよく会話をし、家族ぐるみでお付き合いをし
ています。一番大事なのは、「絆」だと思います。
▶「第 6 分団をもっと良くしていきたい」と力強　
     く語ってくださいました。

一番大事なのは、「絆」

１

２ ３

４ ５

▶
全
国
消
防
操
法
大
会
の
訓
練
の
様
子

１ 消防出初式では市内の消防団が集合し放水点検など
を実施します（令和４年消防出初式）。２ 新入団員に

「安全・確実・迅速」に災害現場で活動できる基礎訓練
を実施します。３ 日々の訓練で確かな消火活動の技術
を習得します。４ 皆さんが安心して年末年始を迎えら
れるように年末特別警戒を実施します。５ 女性消防団

（ラッパ隊）の高齢者施設訪問などを行います。


